
 

 

 

 

 

■ ６年生・秋の芸術鑑賞「能と狂言」 

 11 月 10 日、国の文化庁事業による「能と狂

言」を県内で唯一体験する機会を得ました。 

能楽協会の観世喜正さんら 13 名が来校し、見

事な舞台を披露していただきました。 

狂言はせりふが短く、笑いの要素があり、能

はシリアスな内容で、せりふの長い劇という説

明をしていただきました。 

狂言「柿山伏」は、修行の足りない山伏が柿

を盗むことでこらしめられるこっけい話。一方、

能の「敦盛」は、源平の合戦で敗れ、幽霊となっ

た平敦盛が、源氏と和解をする話です。   

子どもたちは山伏の大げさな声や動きに、声を

出して笑い、能のお囃子のリズムに舞う、緊張感

ある静かな所作に見入りました。 

最後の子どもたちの質問から次のようなことも

教えていただきました。能面はヒノキで作られ、

１００種類以上あること、狂言は２００から２５

０種くらいの話があり、室町時代の古いお話ばかりではな

く、新作は現在も作られていること、舞台背景の松は、神

が降りてくる

とされてい

て、もとは神

に捧げる儀式

だったことな

ど、改めて知

ることも多

く、充実した

時間を過ごし

ました。【ホームページではカラーで掲載しています】 
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■ コロナに関わる偏見や差別をなくすための授業 

  新型コロナウイルス感染症の治療で休んでいた友 

達に、自分は、どんなメッセージを送ることができ 

るかを考える授業を全学年・クラスで行いました。 

偏見や差別をなくすための授業は、１学期から行 

っています。最近、授業外のところで、子どもたち 

自身が、偏見を広げてしまううわさ話に対して「ダ 

メ」と、はっきり指摘できたということがありまし 

た。自らの行動は、学習の成果と考えています。 

 

■ 三重県・差別をなくす強調月間です（11月 11 日〜12 月 10 日） 

１９４８年１２月１０日、国際連合総会で「世界人権宣言」が採択されました。以

来、１２月１０日を「人権デー」と定め、世界中の国で、人権に関わる様々な啓発を行

っています。津市の三重県人権センターでは、小中学生の人権ポスター優秀作品などの

展示を行なっています。無料で、どなたでも入場できます。私たちの身の回りにある人

権問題は次の内容です。お互いの人権に気づける社会にしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 年生「あったかメッセージを届けよう」 


